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これからの我が国の医療政策では、予防医療を柱の一つとして推進すべきであり、国民の

側にも病気になることを未然に防ぐことが最良の医療であることを再認識していただきたい。 
予防医療のうち予防接種については、その安全性・有効性の検証や副反応への対応及び

国民の理解を前提としつつ、先進諸国と比べたワクチンギャップの解消を目指して、党として

の考え方を以下のようにまとめたので、政府においてはこれに留意の上、予防接種法の改正

法案を今通常国会に提出することを要望する。 
 
 

（１） 対象疾病について 

① 疾病分類について 

・ 現行の医学的・科学的根拠に基づく分類を維持する。 
・ 感染症法との違いを考慮して、分類名の変更も検討する。 

 

② 定期接種の対象となる疾病・ワクチンについて 

・ WHO が推奨するワクチンの原則定期接種化を目指す。 
・ 現在予防接種部会で定期接種化に向けて検討されているワクチンのうち、子宮頸が

ん、Ｈｉｂ、小児用肺炎球菌の３ワクチンの定期接種化を優先する。 
・ 水痘、おたふくかぜ、成人用肺炎球菌の３ワクチンは、安定的な財源を確保した上で

早期に定期接種化を目指す。 
   ・ Ｂ型肝炎ワクチンは、ワクチン効果の持続性等のエビデンスを集め、さらに検討する。 

・ ロタウイルスワクチンは、専門家による評価結果を踏まえ検討する。 
 

（２） 接種費用について 

・ 現行法の接種費用のあり方を維持した上で、現在よりも自己負担が増えないよう、地

方自治体の財政を支援する。 
・ その際、年少扶養控除の廃止等に伴う地方増収分や、社会保障と税の一体改革にお

ける消費税収の地方分を充てることも、地方自治体の意思を尊重しつつ、検討する。 
 



 

（３） 健康被害救済制度、副反応報告制度について 

・ 現行の給付水準を維持するとともに、より一層の審査の迅速化に努める。 
・ 報告された副反応についての適正な評価や国民への情報提供等のあり方について

検討する。 
 

（４） 予防接種に関する評価・検討組織について 

① 設置 

・ 予防接種部会を発展的に改組する。 

・ 厚生労働省・国立感染症研究所の双方が事務局機能を担い、その体制を強化する。

関係機関の一層の連携を図る。 

② 委員人事 

・ 国民の様々な意見が反映されるように、透明性・公平性・多様性を重視し、厚生労働

大臣が選任する。 

③ 権限 

・ 決定事項は、国の予防接種政策に直接影響を与える。 

④ その他 

・ 下部組織としてワーキンググループ等を設置し、個別ワクチンに関する検討などを行う

こととする。 

・ 議論の内容の公開性を高める。 

 

（５） ワクチン価格等の費用について 

・ 流通の実態も把握しつつ、費用の適正化に努める。 

・ 例えば、複数ワクチンの同時接種の場合の問診料等のあり方について検討する。 

 

（６） ワクチンの研究開発について 

・ ワクチンに関する専門的・学術的・総合的な研究を推進するとともに、ワクチンの研究

等の成果を迅速に普及・活用し、発展させる体制整備を行う。 
・ 特に、多価ワクチン化等の研究開発に取り組む。 

 

（７） 将来的な検討課題について 

・ 医療保険制度における予防給付的な考え方の検討と併せて、予防接種に医療保険を

適用することについても、選択肢の一つとして将来的な検討課題とする。 



 

予防接種法小委員会のこれまでの経過 
 
 

政府の厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会が本年３月２９日までに２１回開かれ、

予防接種制度の見直しについて検討している。政府部内の検討と並行して党の小委員会を 

６回開催した。党の取組みとして、平成２２年の議員政策研究会予防接種法小委員会、昨年

の予防接種法ワーキングチームでの検討経過があり、その議論を引き継いで検討を行った。 

 
 
第１回  平成２３年１１月１６日（水） 

予防接種法・予防接種制度見直しのこれまでの経緯および評価・検討 

組織のあり方について、厚生労働省よりヒアリング 
 
第２回  平成２３年１１月２４日（木） 

予防接種法見直しの全体的な論点と組み入れるべき疾病について、現

場の医師からのヒアリング 
                  川村尚久先生（大阪労災病院） 
                  久住英二先生（ナビタスクリニック） 
 
第３回  平成２３年１２月 ６日（火） 

諸外国の予防接種制度とワクチン評価・検討機関について－我が国の

予防接種法改正に向けた提言 
                  斎藤昭彦先生（新潟大学教授） 
 
第４回  平成２４年 ３月 ７日（水） 
    厚生労働省からの報告と、小委員長からの提案に関する討議 
 
第５回  平成２４年 ４月１０日（火） 
    厚生労働省からの報告と討議 
 
第６回  平成２４年 ４月２６日（木） 
    討議 


